
職場における新型コロナウイルス感染症対策実施のため
～取組の５つのポイント～を確認しましょう︕

■ 職場における新型コロナウイルス感染症対策を実施するために、まず次に示
す～取組の５つのポイント～が実施できているか確認しましょう。

■ ～取組の５つのポイント～は感染防止対策の基本的事項ですので、未実
施の事項がある場合には、「職場における感染防止対策の実践例」を
参考に職場での対応を検討の上、実施してください。

■ 厚生労働省では、職場の実態に即した、実行可能な感染症拡大防止対策を検
討していただくため「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大
を防止するためのチェックリスト」を厚生労働省のホームページに掲載
していますので、具体的な対策を検討する際にご活用ください。

■ 職場における感染防止対策についてご不明な点等がありましたら、都道府県
労働局に設置された「職場における新型コロナウイルス感染拡大防止
対策相談コーナー」にご相談ください。

鳥取労働局 鳥取・米子・倉吉労働基準監督署

事業者の皆さま、労働者の皆さまへ

～取組の５つのポイント～
実施できて
いれば☑ 取組の５つのポイント

□ テレワーク・時差出勤等を推進しています。

□ 体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行
できる雰囲気を作っています。

□ 職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、
密にならない工夫を行っています。

□ 休憩所、更衣室などの“場の切り替わり”や、飲食の場など
「感染リスクが高まる『５つの場面』」での対策・呼びかけ
を行っています。

□ 手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒
など、感染防止のための基本的な対策を行っています。



テレワークの積極的な活用について
 厚生労働省では、テレワーク相談センターにおける相談支援、労働時
間管理の留意点等をまとめたガイドラインの周知等を行っています。

 さらに、テレワークの導入にあたって必要なポイント等をわかりやす
くまとめたリーフレットも作成し、周知を行っています。

 こうした施策も活用いただきながら、職場や通勤での感染防止のため、
テレワークを積極的に進めてください。

リーフレットは
厚生労働省

ホームページから
ダウンロード可能です。

職場における感染防止対策の実践例
サーマルシステムの導入（社会福祉法人）

 サーマルシステムを施設受付入口に設置
し、検温結果が37.5℃以上の者の入場
を禁止している。

 本システムでは、マスクの着用の検知を
行い、マスクの未着用者には表示と音声
で注意喚起を行う仕組みとなっている。

休憩所での対策（小売業）

 休憩室の机の中央を注意喚起
付きのパーテーションで区切
り、座席も密とならないよう
二人掛けにし、対面とならな
いよう斜めに配置した。

職場における感染症対策の実践例

https://www.mhlw.go.jp/content/000773224.pdf

職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト

職場における感染防止対策の実践例

厚生労働省では、職場の実態に即した、実行可能な感染症拡大防止対策
を検討していただくため「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大
を防止するためのチェックリスト」を作成しています。具体的な対策を検
討する際にご活用ください。

https://www.mhlw.go.jp/content/000777506.pdf

チェックリストは
厚生労働省

ホームページから
ダウンロード可能です。

職場における新型コロナウイルス感染拡大防止対策相談コーナー連絡先
職場における感染症防止対策についてご不明な点等がありましたら、鳥取労働局労働基準部に
設置された「職場における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策相談コーナー（電話︓０８５
７－２９－１７０４ 受付時間 平日（月～金曜日）午前８︓30～午後５︓15」にご相談くだ
さい。
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